
2013年夏季セミナー＠名古屋 

メディアの再発見！ 

～授業と研究に活かせるメディアツール～ 

日時： 9月3日（火）10：00～16：00 （昼食懇親会：12:00～14:00） 

場所： 愛知淑徳大学星が丘キャンパス １号館５階15J教室（http://www.aasa.ac.jp/） 

参加費：2000円（学生：1000円、会員：無料）※昼食懇親会費込 

ワークショップ① 「受信と発信に役立つ英字新聞作成の理論と実践」 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ② 「教育研究に用いる統計の基礎」 
                                                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定員：ワークショップ①②とも20名です（申し込み先着順）。定員を超えた場合にはお断りすることがありますので

ご了承ください。 

申し込み・問い合わせ：樗木勇作（愛知淑徳大学）まで。[E-mail: otekiy@asu.aasa.ac.jp] 

主催：一般社団法人 日本メディア英語学会（JAMES） 

概要：英語教育に関心を持たれている先生方の中には、日頃の指導法の

効果をテストなどの数値データを用いて検証したいと考えている方が

いらっしゃると思います。また、指導法の効果を学術雑誌に発表したい

と考えている方も少なくないのではないでしょうか？このワークショ

ップでは、まず教育研究における統計利用についての基本的な考え方を

理解し、その後統計ソフトウエアSPSS を利用して数値データを統計的

に分析する方法について学びます。講師の説明の後、具体的なデータを

用いて分析していただくことで分析方法を身につけていただきます。最

後に、SPSS による分析結果を解釈し、統計用語を用いて論文にまとめ

る方法について考えてみます。時間が限られていますので、t-test や

ANOVAを利用した統計分析に的を絞りたいと思います。また、時間が許

せば、Excelを用いた分析方法についても紹介します。USBメモリをご

持参ください。  

講師：小野田 榮 (神田外語大学英米語学科教授) 

 

 

 

概要：英字新聞を読めるようになるには、豊富な語彙力と背景知識が必要

なので、英字新聞は難しいと感じる学習者が多くいます。 

 そこで、本ワークショップでは、英語が得意でない学生でも英字新聞が

身近に感じられるよう、英字新聞作成の授業の理論と実践を学習します。

第一部では、読者・英語のスタイル・メディア・配布等の英字新聞作成の

理論を学びます。第二部では、大衆を読者に想定したニュースレターを作

成します。テンプレートと身近な話題を使って、ニュース、インタビュー、

エッセイ、レビューの記事を書き、ワードを使って新聞風にレイアウトし

ます。一連の英字新聞作成を体験することで、英字新聞の受信力と発信力

が同時に身に付きます。（USBメモリ持参） 

講師：江口真理子（島根県立大学教授） 

 

 


